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 近頃、介護の世界も変わってきて、整備しなければ
ならない書類が山ほど増えました。そこで、（電話を

かもしれません

）の事務員：古

、まだまだ不慣

ろしくお願いい

来るようにヘル

場のことも理解

！』 と心意気

が減ってきてい

とを、現介護ス

ん。 

た情報公表調

意識に少なか

査や監査の刺

ですね。（Ｈ） 

編 集 後 記  

月 火 水 木 金 土 日 

１０名 ９名 ９名 １０名 ９名 １０名 ５名 

ナイス・デイ利用状況（定期利用者数） 

ナイスな勉強会・・・「新しい介護セミナーを受講して」 
 ９月１７日（日）名古屋国際会議場で開催された、知る人ぞ知る三好春樹さんの新しい介護セミナ

ー“関係づくりの介護”に、介護職員１名・看護職員１名が研修に行って参りましたよ。「あっ！とい

う間の１日だったよ。」の感想文です。（今年の社外研修は、三好さんの講座を盛り込みました。） 

介護職・看護職に就いてみえる方の中には、三好さんの講座に１回は行ったことがある！という方も

多いのではないでしょうか？１０月には“目からウロコの生活作り”に２名、１２月には２日間の連続

に３名のスタッフが受講する予定です。 

に自らの体験なので、聞いていても自分の関わっている利用

のすごく分かりやすかった。“今まで自分が見ていたのと違う

、全然違う対応をすることができる。”ということが良く分か

ことをどのような立場で見ているのかがわかり、今後の自分

た。自分の何気ない態度が、利用者さんに大きな影響を与えて

任を持てるように意識して動きたいと思いました。（介護職員

介護に関わる人にしか成しえない大きな役割がこの「関係作り

た。看護師としては“耳の痛い部分”もあったが、介護に関わ

、自分の中で戸惑いながらも整理し、今後の利用者さんとの関

看護職員：Ｎ・Ｔ） 

～ どんなプレゼントカードが出来るか楽しみだよねぇ ～ 

注：このコーナーに掲載される話は

スタッフの実話です。
 西野家の介護便り   その後のビックリ（完） 

“まな板の上の鯉”の状態。なんたって、右脇腹からチューブを入れられて治療中。 

お父ちゃん、前回とは違い、意識はしっかりしていてのベット上の生活に緊張してなのか、入院４日目にしてお見

舞いに行った娘の私にしか言えないと、内に秘めた重大な悩みがありました。 

『おい、佳恵、あのよ～、、、、困ったことがあるんだけどよお・・・・・。』と神妙な顔つきになり、娘が（もしや、病状が

悪いのか？？）と思いきや、『ウンチしたなったらどーすりゃええんだ、困ったぞ！』  って、おい おいっ！！（不意

にウンチが出てしまっていたらどうしとったんだ、この父ちゃんは・・・・・。娘ながら情けなや。 

看護師さんを呼んで説明したら、看護師さんも大笑い！ 看護師さんから父ちゃんに説明してもらい、翌朝安心し

てウンチを出して、スッキリしたそうです。 

同室のお仲間さん達とも仲良くなり、父ちゃんにとっては“ぼちぼち楽しい入院生活” 

ところが、母ちゃんには別の心配事がありました。 

入院してからというもの、ずーーーーーーっとベットで寝たままで、ほとんど動いてないもんだから、せっかく動くよう

になっていた麻痺が、また麻痺らしくなってしまわないか・・・・と、毎日毎日マッサージを兼ねて病院へ足を運んでい

たようです。（なんたって、我が家は２階に住まいがあり、階段を使わなけりゃならないので） 

その後の検査で、両方の肺に穴が開きそう部位が見つかりました。 

手術をする際には、全身麻酔が必要になるとの説明を受けましたが、手術後に、現在の麻痺の状態がどうなるか

の不安も大きく、“手術をする”か“手術しない”かを決めるため２人はとても悩んでいたようでした。 

『手術するわ！先生頼んだぞ！！！』と言ったその日。 

手術前の血液検査で引っかかってしまい、結局手術はしないことになりました。 

それからすぐに退院。自宅に戻った時には、母ちゃんが心配していた階段もスイスイ上れて、本人もビックリ！ 

今は、入院前の生活に完全に戻りました。介護職をしている娘としては、『普段何気に計測している、体温・血圧・

脈拍がとっても大切なことなんだなぁ～』って、今回の入院で改めて実感した次第です。     

西野家の介護便りの“その後”をお伝

えしたあとのビックリした出来事です。

 

～ ここのトイレ、あそこのトイレ ～ 

「出掛けようと思うけど、どういうトイレがあるのか心配でな

 
 

 

今年８月のお誕生日の利用者さんから、このお誕生日カードをプレゼントさ

せていただくことになりました。台紙は、利用者さんたちほぼ全員が、細かくち

ぎった色とりどりの折り紙で飾り付けをしています。 
実技講座“介護技術学”

 

＜感想１＞  

三好さんのお話は、実際

えて聞くことができ、も

さんを見ることによって

また、利用者さんが私の

せられる一面もありまし

自分の動き一つ一つに責

＜感想２＞ 

医療関係者とは別に、

ていることが良く分かっ

院の限界と介護の役割を

生きたいと感じました。（
かけてくださる方はもう分かっていた

が・・・、）先月の初旬から、当社初（！

川さんが採用されました。 

 全く違う仕事からの転職（？）のため

れな対応があるかもしれませんが、よ

たします。『今後は介護職の兼務も出

パー２級を受講し、現場にも出て、現

できる事務さんを目指して頑張ります

を語ってくれました。 介護職に就く者

る今日この頃、頼もしい存在になるこ

タッフ一同、心から願っておりますよ～

 さて、話は変わりますが、先日受け

査の報告により、スタッフの書くことの

らず良い変化をもたらしています。調

激は、スタッフの能力アップのチャンス

者さんに置き換

方向から利用者

りました。 

の立場を考えさ

いることを知り、

：Ｊ・Ｏ） 

」に組み込まれ

っている今、病

わりに役立てて

ぁ・・・。」という利用者さんとの会話から、この地域にある施

設やお店などのトイレを探索し、掲載することになりまし

た。（注：トイレの良し悪しを評価するための掲載ではあり

ません。） 今回は、「津島市立図書館」です。 

  

 

障害者用ト イレ

に、男性用便器があ

りました。結構重宝し

ますよね。（前に手す

りがあったら・・◎） 
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